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事業報告
ー第 3 期 6/1 から上半期を振り返ってー

会長　柳原伸明

— ペットは、不可欠とも云えるくらいに人の日常生活
に溶け込んでいて、人とペットとの共生に対して国民の
意識は高まり、ペット産業の意義も見直され高く評価さ
れるようになっています。同時に社会的責任も大変大き
なものとなっています。

ところが、バブル経済崩壊後「失われた 20 年」と云わ
れるように日本経済の活力は萎み、世界的な不況、円高、
震災等々の影響が加わって、ペット業界を取り囲む環境
は非常に厳しい状況です。「成熟期」に入っていると云わ
れるペット業界ではありますが、時代の変化に対してペ
ット産業のあり方が問われているようにも思われます。

一般社団法人日本ペット用品工業会では「より良いも
のを」「より快適に」「より安全に」を基本テーマとして、
社会に貢献すべく各種の公益および共益活動に取り組ん
でいますが、第３期の主な事業および活動は、具体的には
以下の７点が柱でした。—

① 2013 ジャパンペットフェア（3/28～3/31 インテッ
クス大阪）は、同実行委員会が中心となってイベントの企
画から実施まで準備を進めてきた。

ジャパンペットフェア開催によってペット飼育者がさ
らに増加し、人とペットとの共生が促進されることへの
一助になることを目指します。同時に、ジャパンペットフ

ェアが業界と一般への PR の場として、数多くの生体と
ペット用品・フードを一堂に集めて、またペット飼育の
魅力の演出の場所として活かしていく。

② ペット用品統一表示ガイドライン「統一表示編
Ver.2」が完成で統一表示の基礎作業は終了。次段階とし
て安全基準、品質基準について、策定が特に急がれるカ
テゴリーを検討した。安全基準の策定について 11 月、東
京会場、大阪会場において説明会を開催した。(3 頁詳細)

③ ペット用品取扱士検定３級試験を 2013 年ジャパ
ンペットフェア会場で 3 月 29 日に実施を決定。また１
～２級用の教本制作の準備を進めている。

ペット用品取扱士検定制度は、業界内外においてペッ
ト用品やペットフードの正しい知識・使い方の啓蒙・
啓発事業である。過去 5 回の試験によって、延べ合格者
は約 300 名を認定した。

④ 2010 年 11 月に発足したペットとの共生推進協議
会に会長団体として参画し、会員増強、告知等の活動を
行ってきた。12 月 8 日東京・東商ホールにおいてシン
ポジウムの開催、参加者は 458 名だった。(4 頁詳細)

⑤ 経営研究と人材育成事業の一環として海外研修を
9 月、アメリカペット業界研修視察を実施した。研修部
会が担当した。

⑥2011 年度ペット産業実態調査を終了、集計結果を
2013 ジャパンペットフェア会場で発表、その後ホーム
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ページ上で公開予定。
⑦ ほか

— 今年度は余すところ 5 ヶ月となっていますが、事
業計画の 100%達成を目指していきます。—

1/23 東京で
JPPMA 会員懇談会開催

平成 25 年 1 月 23 日午後 2 時から午後 5 時、東京八重
洲ホール 901 会議室において、一般社団法人日本ペット
用品工業会(JPPMA)会員懇談会を開催する。

テーマは、以下の通り。
①一般社団法人ペットフード協会とのジャパンペッ

トフェア共同開催についての検討。
一般社団法人ペットフード協会から申し入れのあっ

た「共催」の案件を、会員対象に行ったのアンケート結
果を踏まえながら、その目的と意義、手法に焦点を絞っ
て話し合う。

②ペット用品の基準策定について。JIS 規格、法制化
を含めて検討。

ペット用品統一表示事業 (一部性能基準、強度基準を
含む)は昨年、基礎作業がほぼ終了した。現在はカテゴリ
ー毎に「安全基準」「品質基準」の制定を検討する作業に
入っているが、行政から製品によっては JIS 規格の導入
を急ぐように指導されているケースも出ていることも
あり、安全性を担保するための法規制の可能性を合わせ
て話し合う。

③企業の発展とペット産業の振興に JPPMA はどの
ように取組むべきかを検討。一般社団法人日本ペット用
品工業会の根幹に関わる会の理念、目的、役割について
意見交換を行う。

④その他。2013JPF のテーマと役割とペット経済効果
について等々。

2013ジャパンペットフェア
3/28-31 インテックス大阪

ペット飼育者の掘り起こしと育成と…

「見つけよう!ペットと暮らす喜びを」をテーマに 2013
ジャパンペットフェアを３月 28 日～31 の４日間イン
テックス大阪において開催する。国内外のペット用品と
関連製品並びに新製品、新技術の紹介・発表を行うと共
に，イベント及び業界及び各企業の ＰＲを通じて、人々
とペットのより良い関係づくりに役立つことを目的と
している。2013 ジャパンペットフェア実行委員会(石橋
伸孝実行委員長) が企画から実施までを担当。同実行委

員会は毎月 1 会開催されている。 
2003 年大阪での開催後、2005 年から関東圏に重点を

置き開催されてきたが、業界全体の「振興」と「活性」、
「発展」を目的として 10 年振りに大阪で開催し「西日本
の小売店から新たな飼育者の掘り起こし」を意識した。
これが契機にペットマーケットの活力が戻ればと期待
しているという。

商談日のイベントテーマとコンセプトについて
小売店、流通支援、育成

優秀な本当のペットショップに付いて考え、実現に
向けての支援策の提案を予定している。アンケート調
査で小売店が最も注目しているという、機能性、デザイ
ン性、ファション性を競う新製品コンテストの開催や、
ペット業界の第一線で活躍されているスペシャリスト
による「ワークショップ」、ペットとの暮らしの楽しさ
を伝える著名人や動物愛護活動に貢献した人を表彰す
る「ジャパンペットアワード」実施する。その他飼育者
掘り起こしに繋がる企画を検討をしている。

「初心者の育成」「潜在飼育者の掘り起こし」

ペット経済が厳しい状態のなかでは、より具体的な
メッセージが必要である。そこで、ジャパンペットフェ
ア本来の役割を見直し、入場者が増えることと、かつ飼
育者を増やすという確実に次につながる施策を実施す
る。

生体イベントは、ジャパンペットフェア実行委員が
業種別に担当して、準備を進めている。(敬称略)

●犬・猫　　　　　　　　山本　笹木　
●観賞魚　　　　　　　　藤座　秋山　鈴木　
●小鳥・小動物　　　　　黒瀬　（石橋）
●昆虫　　　　　　　　　三谷
なお、出展社説明会は１月 18 日大阪・阪急ターミナ

ルホテルで、記者発表会は２月６日大阪市中央公会堂
で開催される。

実行委員会会議風景。爬虫類イベントを担当する平澤氏より内容説明を受ける。
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ペット用品取扱士検定試験　受験者募集
3/29 インテックス大阪

ジャパンペットフェア会場で実施

第6回ペット用品取扱士資格試験がインテックス大阪
において2013年3月29日午後1時～午後4時実施する。

■受講受験資格
年齢、性別、国籍を問わない。受験希望は指定の受講

受験申込書(無料)が必要。→申込は事務局まで。
■対象　
①一般社団法人日本ペット用品工業会会員
②同会員会社従業員・家族
③非会員
・メーカー：マーケティング、商品管理、企画開発、

営業担当者他
・流通：仕入、商品管理、企画、営業担当者他
・小売店：マネージャー、バイヤー、売場担当者他
・学生：大学生、ペット関連専門学校他
・その他一般
■受講受験料(受講料、教材費、認定料を含む)
・会員、社員及び家族　   1名 18,000円
・学生(大学、専門学校) 　1名 20,000円　
・非会員、一般            　1名 23,000円
・団体料金　1企業5名以上受験の場合10%割引
■申込み締切日　平成24年8月10日（必着）
■申込先/問合せ先
一般社団法人日本ペット用品工業会事務局
電話 03-5298-7722　FAX03-5298-7724
メール　pets@jppma.or.jp

11/21-22 ペット用品品質基準
についての説明会開催

表示委員会において、犬猫関連の一部ペット用品につ
いて策定を進めていた「ペット用品品質基準」がまとま
り、11 月 21 日、22 日東京(東京八重洲ホール　19 名参
加)、大阪(一般社団法人カケンテストセンター会議場　29

名参加)で一般財団法人カケンテストセンター、一般財
団法人日本文化用品安全試験所の担当者を講師に招い
て説明会を開催した。

今回の品質基準は一般社団法人日本ペット用品工業
会の自主基準及び業界基準として「推奨」するもので、今
後必要に応じて改定を行っていくというもの。

同委員会委員長代理・石川氏(㈱ヤマヒサ)の話「最近
は購入者が各種雑誌やインターネットなどから情報を
得ることができ商品の基礎となる品質基準を明確に持
っていなければなりません。最もお客様の望むところ
は”安心””安全”であり、メーカーとしても信頼を裏切
らない商品作りが最重要であることはいうまでもあり
ません。そのためにも、品質に対する基準が必要とされ
てきたと考え、この度の日本ペット用品品質基準の策定
作業を始めました。

商品の材質に応じた検査をしなくてはならないこと
は、費用もかかってきますが、取引先様からの問い合わ
せも増えるなかでペット用品工業会会員として、今回の
基準を活用していただき”安心””安全”な商品作りをお
願いいたします。

また、このたび策定しました品質基準については、
犬・猫だけに限らず、７業種すべてに共通するものであ
ります。例えば、食器であれば、鳥・小動物にも関連す
ることです。今後は、各業種にて品質基準の策定に入り、

表示委員会石川委員長代行による挨拶と経過説明。

一般財団法人カケンセンター、一般財団法人に本文化用品安全試験所の講師によ
るペット用品試験項目の試験方法と必要性等の説明が行われた。
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工業会品質基準の精度を高めてまいります。」
説明会参加者にはペット用品品質基準、品質試験費用

一覧表、品質基準試験依頼書等の資料が配付された。

観賞魚用ヒーター誤使用防止へ
啓蒙・啓発ポスターを作成、配布へ

また、表示委員会が進めていた観賞魚ヒーター誤使用
防止啓蒙・啓発ポスターが完成、会員、関係者に配布さ
れる。この啓蒙・啓発事業には経済産業省、日本観賞魚
振興事業協同組合が後援している。

医師・ 獣医・ ト レ ー ナー の 専門家 が集結
「ペッ ト と の共生を考えるシンポジウム」開催

一般社団法人日本ペット用品工
業会が会長団体を務めるペットと
の共生推進協議会（林明雄会長）は、
12 月 8 日（土）、東京商工会議所（東
商ビル）4F 東商ホールにて、第 1 回

「ペットとの共生推進協議会シンポ
ジウム」を開催した。

ストレスの多い日本の現代社会において、ペット飼
育は、心が癒され、健康を維持・増進する等、社会生活
の安定に大きく寄与するものとして注目されるととも
に、そのニーズは年々増加している。普段何気なくペッ
ト飼育者にも、正しい飼養方法や、ペットの社会的役
割、同行避難など、人とペットとが共生するより良い社
会の実現に向けて考えることを目的に、環境省の後援、
関係団体の協賛を得て開催致したもので、458 名が来場
した。。

林会長の挨拶、環境省動物愛護管理室・田邊室長、越
村実行委員長(一般社団法人ペットフード協会会長)の
挨拶の後、6 名の講師によるシンポジウムの幕が開けら
れた。プログラムは以下抄録の通りである。

永村副会長(社団法人ジャパンケネルクラブ理事長)
の閉会のごあいさつで、約 7 時間にわたって行われた
第 1 回目のシンポジウムは終了した。

ヒーターの誤作動防止のため
水槽の設置や、水換えの時など作業中は
必ずコンセントを抜いてから…

観賞魚用ヒーターの
取扱いには十分注意して下さい。
こんな状態（使用）は危険です！

ちょっと待って！コンセントは抜きましたか？
ヒ タターーターの誤のー 作作動防動作誤誤 止止 たたのの止防防 ためヒ タ
槽のの
ずココず必必
槽槽水水

の誤
の設 やや
コ セセンンン

置置設の
誤作動防
や、水 ええ
ントを抜抜をト

換換水
動作 防 ののた

のの な
いてからててい
時時ええ
の止防 め
な 作作作業
ら…
作どど

た
業中中は業業
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